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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 21,637 △1.1 △3,014 ― △2,203 ―
21年3月期第3四半期 21,887 ― △7,686 ― △5,214 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 △28.54 ―
21年3月期第3四半期 △67.55 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 1,223,442 57,552 4.6 739.73
21年3月期 1,191,714 56,584 4.7 727.23

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  57,082百万円 21年3月期  56,127百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 4.00 ― 3.50 7.50
22年3月期 ― 4.00 ―
22年3月期 

（予想）
4.00 8.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

経常収益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利
益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 29,050 1.4 1,150 ― 500 ― 6.47
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 平成21年11月13日に公表いたしました連結業績予想については、本資料において修正しております。業績予想の前提となる条件等については、３ページ
【定性的情報・財務諸表等】「３．連結業績予想に関する定性的情報」及び本日公表の「平成22年３月期業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧くださ
い。 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 77,403,870株 21年3月期  77,403,870株
② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  237,444株 21年3月期  225,169株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 77,171,772株 21年3月期第3四半期 77,196,699株
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期（平成 21 年４月１日～平成 21 年 12 月 31 日）における経営成績は、経常収益は、利回りの低下等により

貸出金利息及び有価証券利息配当金が減少し資金運用収益が減少したこと等により、前年同期比 250 百万円減少して

21,637 百万円となりました。また、貸倒償却引当費用及び有価証券減損額は前年同期に比べて大幅に減少したものの、

取引先企業の破綻が相次いだこと等に伴い想定以上に貸倒償却引当費用を計上したこと及び保有有価証券の価格等が下

落したことに伴い想定外に有価証券減損額を計上したこと等により、経常利益は 3,014 百万円の損失（前年同期は 7,686

百万円の損失）、四半期純利益は 2,203 百万円の損失（前年同期は 5,214 百万円の損失）となりました。 

２．連結財務状態に関する定性的情報 

当第３四半期末（平成 21 年 12 月 31 日）における財政状態は、総資産 1 兆 2,234 億円（前連結会計年度末比 317 億円

増加）、純資産 575 億円（同 9 億円増加）となりました。 

預金・譲渡性預金の当第３四半期末における残高は、1 兆 1,428 億円（同 301 億円増加）となりました。貸出金の当第

３四半期末における残高は、8,633 億円（同 175 億円減少）となりました。 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

平成 22 年３月期通期（平成 21 年４月１日～平成 22 年３月 31 日）の業績予想につきまして、以下のとおり修正してお

ります。詳細につきましては、本日公表の「平成 22 年３月期業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 

地域金融機関として、引き続き中小企業者等に対する積極的な貸出運用を行うことに加えて、債券・株式等有価証券に

ついて効率的な運用及び売却等による運用益の増強を図るとともに、投資信託・個人年金保険等預かり資産の積極的な販

売による役務取引等収益の増強を図ること等によりまして、経常収益は前回予想比 9.5 億円増加となる見通しであります。

また、第３四半期累計期間では損失計上となっていることから、取引先企業の事業再生・経営改善への積極的な取組みに

よる債務者区分のランクアップや不良債権の積極的な回収を図ること等によりまして、通期では利益計上を見込んでおり

ます。なお、経常利益は前回予想比 14.5 億円減少、当期純利益は同 16.5 億円減少となる見通しであります。 

４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

① 簡便な会計処理 

イ．減価償却費の算定方法 

定率法を採用している有形固定資産については、年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法により算定してお

ります。 

ロ．貸倒引当金の計上方法 

「破綻先」、「実質破綻先」に係る債権等及び「破綻懸念先」で個別の予想損失額を引き当てている債権等以外の債

権に対する貸倒引当金につきましては、年度と同様の方法に算定期間の合理的調整を加えて算定した予想損失率を適

用して計上しております。 

ハ．税金費用の計算 

法人税等につきましては、年度決算と同様の方法により計算しておりますが、納付税額の算出に係る加減算項目及

び税額控除項目は、重要性の高い項目に限定して適用しております。 

ニ．繰延税金資産の回収可能性の判断 

繰延税金資産の回収可能性の判断につきましては、一時差異の発生状況について中間連結会計期間末から大幅な変

動がないと認められるため、当該中間連結会計期間末の検討において使用した将来の業績予測の結果を適用しており

ます。 

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

  該当事項はありません。 

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 

  該当事項はありません。 

② 会計基準等の改正に伴う変更以外の変更 

  該当事項はありません。 
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

現金預け金 20,828 31,401

コールローン及び買入手形 74,921 30,000

商品有価証券 186 255

金銭の信託 9,060 3,809

有価証券 230,177 219,608

貸出金 863,321 880,847

外国為替 3,468 1,852

その他資産 9,797 7,200

有形固定資産 13,503 13,860

無形固定資産 200 503

繰延税金資産 13,111 14,990

支払承諾見返 6,470 6,740

貸倒引当金 △21,588 △19,339

投資損失引当金 △15 △15

資産の部合計 1,223,442 1,191,714

負債の部   

預金 1,126,036 1,095,438

譲渡性預金 16,840 17,330

借用金 3,364 5,993

外国為替 20 14

その他負債 11,234 7,748

役員賞与引当金 33 15

退職給付引当金 5 3

役員退職慰労引当金 387 347

睡眠預金払戻損失引当金 135 136

偶発損失引当金 94 91

繰延税金負債 3 3

再評価に係る繰延税金負債 1,263 1,265

支払承諾 6,470 6,740

負債の部合計 1,165,889 1,135,129
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

資本金 11,036 11,036

資本剰余金 9,525 9,526

利益剰余金 35,609 38,388

自己株式 △179 △175

株主資本合計 55,991 58,775

その他有価証券評価差額金 △216 △3,959

繰延ヘッジ損益 0 △1

土地再評価差額金 1,309 1,312

評価・換算差額等合計 1,091 △2,648

少数株主持分 469 457

純資産の部合計 57,552 56,584

負債及び純資産の部合計 1,223,442 1,191,714
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

経常収益 21,887 21,637

資金運用収益 19,699 18,126

（うち貸出金利息） 16,358 15,537

（うち有価証券利息配当金） 3,139 2,492

役務取引等収益 1,772 1,603

その他業務収益 49 875

その他経常収益 366 1,032

経常費用 29,574 24,652

資金調達費用 2,902 2,234

（うち預金利息） 2,584 2,039

役務取引等費用 1,255 1,190

その他業務費用 2,096 1,044

営業経費 11,074 10,993

その他経常費用 12,244 9,189

経常損失（△） △7,686 △3,014

特別利益 582 323

償却債権取立益 582 323

特別損失 88 67

固定資産処分損 44 12

減損損失 44 54

税金等調整前四半期純損失（△） △7,192 △2,758

法人税、住民税及び事業税 91 37

法人税等調整額 △2,091 △608

法人税等合計 △1,999 △571

少数株主利益 21 15

四半期純損失（△） △5,214 △2,203
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（３）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 
 
（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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（ご参考） 
平成 22 年 3月期 第３四半期決算説明資料 

 
（注） 記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。 
    ただし、「２．（２）金融再生法ベースのカテゴリーによる開示債権」の記載金額は単位未満を四捨五入して表示しております。 

 
１．経営成績の状況 

（１）損益状況（連結） 

 
（単位：百万円）

 

 

平成 22 年 3月期

第 3四半期 

連結累計期間 

（9ヶ月） 

増 減 

平成 21 年 3月期

第 3四半期 

連結累計期間 

（9ヶ月） 

平成 22 年 3月期 

通期業績予想 

（12 ヶ月） 

 

平成 21 年 3月期

通期実績 

（12 ヶ月） 

経常収益 21,637 △250 21,887  29,050  28,622 

業務粗利益 16,147 868 15,279    18,748 

 資金利益 15,902 △908 16,810    22,064 

 役務取引等利益 413 △103 516    672 

 その他業務利益 △169 1,878 △2,047    △3,988 

営業経費 (△) 10,993 △81 11,074    14,505 

貸倒償却引当費用 (△) 8,102 △1,429 9,531    12,082 

株式関係損益 △121 2,329 △2,450    △3,474 

その他 56 △34 90    71 

経常利益（△は経常損失） △3,014 4,672 △7,686  1,150  △11,243 

特別損益 255 △239 494    680 

 うち減損損失 (△) 54 10 44    44 

税金等調整前四半期純利益 

（△は税金等調整前四半期（当

期）純損失） 

△2,758 4,434 △7,192    △10,563 

法人税、住民税及び事業税 (△) 37 △54 91    94 

法人税等調整額 (△) △608 1,483 △2,091    △3,654 

法人税等合計 (△) △571 1,428 △1,999    △3,560 

少数株主利益 

（△は少数株主損失） 
(△) 15 △6 21    △23 

四半期純利益 

（△は四半期（当期）純損失） 
△2,203 3,011 △5,214  500  △6,978 

 

（ご参考）       （単位：社）

連結子会社数 4 ― 4    4 

 

（注） 貸倒償却引当費用＝一般貸倒引当金繰入額＋与信関係費用 

 

当第３四半期における経営成績は、経常収益は、利回りの低下等により貸出金利息及び有価証券利息配当金

が減少し資金運用収益が減少したこと等により、前年同期比 250 百万円減少して 21,637 百万円となりました。

また、貸倒償却引当費用及び有価証券減損額は前年同期に比べて大幅に減少したものの、取引先企業の破綻が

相次いだこと等に伴い想定以上に貸倒償却引当費用を計上したこと及び保有有価証券の価格等が下落したこと

に伴い想定外に有価証券減損額を計上したこと等により、経常利益は 3,014 百万円の損失（前年同期は 7,686

百万円の損失）、四半期純利益は 2,203 百万円の損失（前年同期は 5,214 百万円の損失）となりました。 
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（２）損益状況（単体） 

（単位：百万円）

 

 

平成 22 年 3月期

第 3四半期 

累計期間 

（9ヶ月） 

増 減 

平成 21 年 3月期

第 3四半期 

累計期間 

（9ヶ月） 

平成 22 年 3月期 

通期業績予想 

（12 ヶ月） 

 

平成 21 年 3月期

通期実績 

（12 ヶ月） 

経常収益 21,345 △70 21,415  28,550  28,073 

業務粗利益 15,854 941 14,913    18,303 

 資金利益 15,766 △843 16,609    21,845 

 役務取引等利益 256 △94 350    447 

 その他業務利益 △169 1,878 △2,047    △3,988 

  うち債券関係損益 △391 1,697 △2,088    △4,096 

経費 (△) 10,461 △278 10,739    14,053 

 人件費 (△) 5,073 △163 5,236    6,937 

 物件費 (△) 4,928 △92 5,020    6,504 

 税金 (△) 459 △24 483    611 

業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 5,392 1,219 4,173    4,250 

一般貸倒引当金繰入額 (△) 1,947 886 1,061    874 

業務純益 3,445 334 3,111  6,650  3,375 

臨時損益 △6,511 4,507 △11,018    △14,776 

 与信関係費用 (△) 6,120 △2,317 8,437    11,162 

 株式関係損益 △121 2,329 △2,450    △3,442 

 その他の臨時損益 △268 △138 △130    △171 

経常利益（△は経常損失） △3,065 4,842 △7,907  1,000  △11,400 

特別損益 255 △239 494    680 

 うち減損損失 (△) 54 10 44    44 

税引前四半期純利益 

（△は税引前四半期（当期）純損失） 
△2,809 4,604 △7,413    △10,720 

法人税、住民税及び事業税 (△) 25 △4 29    36 

法人税等調整額 (△) △608 1,486 △2,094    △3,663 

法人税等合計 (△) △583 1,482 △2,065    △3,627 

四半期純利益 

（△は四半期（当期）純損失） 
△2,226 3,122 △5,348  450  △7,093 

（ご参考）        

コア業務純益 5,783 △478 6,261  7,800  8,347 

貸倒償却引当費用 8,067 △1,432 9,499    12,037 

有価証券関係損益 △513 4,025 △4,538    △7,539 

 うち有価証券減損額 1,927 △2,305 4,232    5,895 

（注）１．コア業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－債券関係損益 

   ２．貸倒償却引当費用＝一般貸倒引当金繰入額＋与信関係費用 

   ３．有価証券関係損益＝債券関係損益＋株式関係損益 

 

当第３四半期における経営成績は、経常収益は、利回りの低下等により貸出金利息及び有価証券利息配当金

が減少し資金運用収益が減少したこと等により、前年同期比 70 百万円減少して 21,345 百万円となりました。

また、貸倒償却引当費用及び有価証券減損額は前年同期に比べて大幅に減少したものの、取引先企業の破綻が

相次いだこと等に伴い想定以上に貸倒償却引当費用を計上したこと及び保有有価証券の価格等が下落したこと

に伴い想定外に有価証券減損額を計上したこと等により、経常利益は 3,065 百万円の損失（前年同期は 7,907

百万円の損失）、四半期純利益は 2,226 百万円の損失（前年同期は 5,348 百万円の損失）となりました。また、

コア業務純益は、前年同期比 478 百万円減少して 5,783 百万円となりました。 
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２．財政状態の状況 

（１）預金等、貸出金の状況（単体） 

  ① 預金等の残高（末残） 

 
 
 

（単位：億円） （参考）（単位：億円）

  
 平成21年 12月末 

20 年 12 月末比 21 年 9 月末比 
平成20年12月末  平成 21 年 9 月末 

預金・譲渡性預金 11,433 446 250 10,987  11,183 

 個人 8,557 136 95 8,421  8,462 

 法人・その他 2,875 309 154 2,566  2,721 

 

総預かり資産 12,671 506 264 12,165  12,407 

 預金・譲渡性預金 11,433 446 250 10,987  11,183 

 国債保護預かり 527 △11 △1 538  528 

 投資信託 385 19 4 366  381 

 生命保険 325 53 12 272  313 

 
  ② 貸出金の残高（末残） 

 
（単位：億円、％） （参考）（単位：億円、％）

  
 平成21年 12月末 

20 年 12 月末比 21 年 9 月末比 
平成20年12月末  平成 21 年 9 月末 

貸出金 8,652 △45 80 8,697  8,572 

 

消費者ローン残高 1,443 △38 △12 1,481  1,455 

 住宅ローン残高 1,110 △14 △2 1,124  1,112 

 その他ローン残高 333 △23 △10 356  343 

 

中小企業等貸出金残高 7,071 △141 35 7,212  7,036 

中小企業等貸出金比率 81.73 △1.18 △0.35 82.91  82.08 

 
（２）金融再生法ベースのカテゴリーによる開示債権（単体） 

 
  （単位：億円、％） （参考）（単位：億円、％）

   
 平成21年12月末 

20 年 12 月末比 21 年 9 月末比 
平成 20年 12月末 

 
平成 21 年 9 月末 

破 産 更 生 債 権 及 び 

こ れ ら に 準 ず る 債 権 
157 13 46 144  111 

危 険 債 権 169 △67 △5 236  174 

要 管 理 債 権 50 △34 △2 84  52 

合 計 376 △88 39 464  337 

総 与 信 に 対 す る 比 率 4.29 △0.98 0.41 5.27  3.88 

 

平成 21 年 12 月末の預金・譲渡性預金残高は、個人のお客さまを主体として順調に推移し、平成 21 年９月末

比 250 億円増加して、1兆 1,433 億円となりました。 

また、国債、投資信託及び生命保険を加えた総預かり資産残高は、同 264 億円増加して、1兆 2,671 億円とな

りました。 

平成 21 年 12 月末の貸出金残高は、中小企業向け貸出等に積極的に取り組みました結果、平成 21 年９月末比

80 億円増加して、8,652 億円となりました。 

平成 21 年 12 月末の金融再生法開示債権残高は、平成 21 年９月末比 39 億円増加して、376 億円となりました。 
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（３）自己資本比率（国内基準） 

 
  （参考）  

 平成 22 年 3 月末（予想値） 平成 21 年 3 月末（実績） 平成 21 年 9 月末（実績） 

 連 結 単 体 連 結 単 体 連 結 単 体 

自 己 資 本 比 率 8.9％程度 8.8％程度 8.83％ 8.72％ 9.17％ 9.05％ 

Ｔ ｉ ｅ ｒ Ⅰ 比 率 7.7％程度 7.6％程度 7.72％ 7.61％ 7.99％ 7.87％ 

（注）上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。 

 
（４）時価のある有価証券の評価差額（連結） 

 
  （単位：億円）  （参考）   （単位：億円）

平成 21 年 12 月末 平成 20 年 12 月末  平成 21 年 9 月末 
 

時 価 評 価 差 額 時 価 評 価 差 額  時 価 評 価 差 額 

そ の 他 有 価 証 券 2,065 △4 1,967 △66  1,910 △5 

 株 式 179 △14 174 △18  165 △14 

 債 券 1,463 34 1,429 18  1,369 31 

 そ の 他 422 △23 362 △66  376 △21 

（注）１．各四半期末の「評価差額」は、各四半期末時点の帳簿価額（償却原価法適用後、減損処理後。）と時価との差額を計上してお

ります。 
   ２．なお、満期保有目的の債券、子会社・関連会社株式に係る含み損益は以下のとおりであります。 
  （単位：億円）  （参考）   （単位：億円）

平成 21 年 12 月末 平成 20 年 12 月末  平成 21 年 9 月末 
 

帳 簿 価 額 含 み 損 益 帳 簿 価 額 含 み 損 益  帳 簿 価 額 含 み 損 益 

満期保有目的の債券 122 △0 180 △7  122 △1 

子会社・関連会社株式 ― ― ― ―  ― ― 

 
（５）デリバティブ取引（連結） 

  ① 金利関連取引 
  （単位：億円）  （参考）   （単位：億円）

平成 21 年 12 月末 平成 20 年 12 月末  平成 21 年 9 月末 
 

契約額等 時 価 評価損益 契約額等 時 価 評価損益  契約額等 時 価 評価損益

店

頭 

複 合 金 融 商 品 

（ 貸 出 金 ） 
30 29 △0 30 27 △2  30 28 △1 

 合 計   △0   △2    △1 

（注）ヘッジ会計を適用しているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。 
  ② 通貨関連取引 

  （単位：億円）  （参考）   （単位：億円）

平成 21 年 12 月末 平成 20 年 12 月末  平成 21 年 9 末 
 

契約額等 時 価 評価損益 契約額等 時 価 評価損益  契約額等 時 価 評価損益

取

引

所 

通 貨 先 物 ― ― ― ― ― ―  ― ― ― 

通 貨 ス ワ ッ プ ― ― ― ― ― ―  ― ― ― 

為 替 予 約 126 △0 △0 131 2 2  139 0 0 
店

頭 
通貨オプション ― ― ― ― ― ―  ― ― ― 

 合 計   △0   2    0 

（注）ヘッジ会計を適用している通貨スワップ取引等及び外貨建金銭債権債務等に付されたもので当該外貨建金銭債権債務等の連結貸

借対照表表示に反映されているもの、又は当該外貨建金銭債権債務等が連結手続上消去されたものについては、上記記載から除い

ております。 
  ③ 株式関連取引、債券関連取引、商品関連取引、クレジットデリバティブ取引 

該当ありません。 
以 上 

 

平成 22 年３月末の自己資本比率は、連結が 8.9％程度、単体が 8.8％程度、ＴｉｅｒⅠ比率は、連結が 7.7％

程度、単体が 7.6％程度と予想しております。 

平成 21 年 12 月末の時価のある有価証券の評価差額は、平成 21 年９月末比 1億円増加して、△4億円となりま

した。 
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